
1982年出土の木簡

奈
良
・
山
田
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
桜
井
市
山
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
五
月
？

一
九
八
三
年

（昭
５８
）
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
狩
野
　
久

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
七
世
紀
イ

一
三
世
紀

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
は
東
回
廊
を
含
む
地
域
で
、
金
堂
の
東
の
北
区
と
塔
の
東
の
南
区
の
二

カ
所
に
分
け
て
行
な
っ
た

（第
四
次
調
査
）。
面
積
は
六
〇
〇
∬
で
あ
る
。

北
区
で
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
七
世
紀
代
で
は
、
東
回
廊
Ｓ
Ｃ
〇
六
、
回

廊
東
側
の
南
北
塀
Ｓ
Ａ
五
〇
〇
、
基
幹
排
水
路
の
素
掘
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
と

石
組
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
五
三

一
、
土
羨
、
八
世
紀
代
で
は
東
西
塀
Ｓ
Ａ
五
〇
五
、
土

頻
、
瓦
敷
、
平
安
時
代
の
も
の
で
は
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
五
〇

一
、
瓦
敷
、
南
北

溝
Ｓ
Ｄ
五
五
二
、
土
羨
等
が
あ
る
。
木
衝
は
石
組
南
北
溝
か
ら
二
点
、
包
合
層

中
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

東
回
廊
Ｓ
Ｃ
〇
六
は
三
間
分
を
検
出
し
た
が
、
版
築
基
壇
と
東
側
縁
石
、
礎

石
の
は
か
、
地
覆
石
や
地
覆
の
一
部
が
残
存
し
、
そ
の
上
に
大
量
の
瓦
が
堆
積

し
て
い
た
。

南
北
塀
Ｓ
Ａ
五
〇
〇
は
回
廊
の
東
約

一
七
ｍ
の
位
置
に
あ
り
、
寺
地
の
東
部

を
仕
切
る
施
設
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
は
Ｓ
Ａ
五
〇
〇

の
東
四

・
二
ｍ
の
位
置
に
あ
り
、
幅

一
ｍ
、
深
さ
○

。
六
ｍ
で
、
南
流
す
る
。

石
組
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
五
三

一
は
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
の
東
半
に
重
複
し
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
の

堆
積
層
を
掘
り
こ
ん
で
作
ら
れ
て
お
り
、
南
流
す
る
。
幅
○

。
九
ｍ
、
深
さ
○

・
二
ｍ
で
、
東
側
壁
は
玉
石
を
ニ
イ
三
段
に
積
み
、
西
壁
は
一
段
だ
け
積
ん
で

い
る
。
堆
積
層
は
上
下
三
層
に
分
か
れ
、
七
世
紀
中
頃
か
ら
八
世
紀
前
半
の
上

器
が
出
上
し
、
加
工
木
片
屑
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
木
簡
は
上
下
各
層
か
ら

一
点
ず
つ
出
土
し
た
が
、
上
層
出
土
の
も
の
は
墨
痕
の
み
の
断
片
で
あ
る
。
両

溝
の
関
係
は
、
ま
ず
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
が
七
世
紀
中
頃
に
作
ら
れ
、
七
世
紀
後
半
に

Ｓ
Ｄ
五
三

一
に
つ
け
替
え
ら
れ
、
八
世
紀
中
頃
に
は
、
Ｓ
Ｄ
五
三

一
～
埋
没
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

東
西
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
五
〇
五
は
北
区
調
査
区
南
端
に
あ
り
Ｓ
Ａ
五
〇
〇
の
す

ぐ
東
か
ら
調
査
区
東
端
ま
で
で

一
三
間
分
を
検
出
し
た
。
重
複
の
状
況
か
ら
Ｓ

Ｄ
五
三

一
よ
り
新
し
い
。
ま
た
Ｓ
Ａ
五
〇
五
を
西
へ
仲
ば
す
と
金
堂
心
と
ほ
ば

一
致
す
る
の
で
、
寺
域
の
東
半
部
を
南
北
に
三
分
す
る
施
設
と
推
定
さ
れ
る
。

掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
五
〇

一
は
調
査
区
東
半
部
に
あ
る
一
間
×
二
間
以
上
の
東

西
棟
で
あ
る
。
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
五
五
二
は
回
廊
の
す
ぐ
東
に
あ
る
素
掘
溝
で
あ
る
。

他
の
木
衛

一
点
は
、
Ｓ
Ｄ
五
三

一
の
東
側
北
方
で
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌

倉
時
代
に
か
け
て
の
上
器
を
含
む
、
回
廊
倒
壊
後
の
上
層
中
か
ら
出
上
し
た
。

南
区
で
は
東
回
廊
二
間
分
を
検
出
し
た
が
、
回
廊
建
物
の
東
側
柱
列
そ
の
も



の
が
西
方

へ
倒
壊
し
た
ま
ま
の
状
態
で
残
存
し
て
お
り
、
多
く
の
部
材
や
壁
な

ど
を
検
出
し
た
。
倒
壊
の
時
期
は
出
土
土
器
か
ら

一
〇
世
紀
末
と
推
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

石
組
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
一

⑪
　
。
□
　
和
□
　
　
　
　
□
□
□
　
口
回
×

□
　
　
　
□

　

□
負
臨

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（側
面
）
　
　
　
（重
∀
（牌伽ｙ
∞
μ
霊

鯛
網
蒔
　
（題
簸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｎ中）×
やμｘ
∞　
Φωμ

①
は
側
面
に
僅
か
に
墨
痕
が
み
え
る
が
、
墨
書
の
あ
る
厚
板
を
割

っ
て
木
簡

を
作
製
し
た
の
か
、
側
面
に
偶
然
墨
が
つ
い
た
の
か
判
断
で
き
な
い
。
負
返
は

正
倉
院
文
書
等
に
よ
る
と
背
負

っ
て
運
べ
る
形
の
カ
メ
の
よ
う
で
、
酒
を
入
れ

た
例
が
あ
る
。

②
の
寺
名
は
残
画
か
ら
み
る
と
山
田
寺
や
浄
土
寺
に
は
な
ら
な
い
よ
う
で
あ

る
。
経
論
司
は
経
蔵
の
出
納
管
理
を
す
る
職
掌
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
飛
鳥
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
①
』

（
一
九
八
三
年
）

同

『
飛
蔦

・
藤
原
官
発
掘
調
査
概
報
１３
』
全

九
八
三
年
）

（加
藤
　
優
）

(2)畏
尉

層 .

山田寺第 4次調査地北区遺構配置図


